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２．まちづくりの課題  香川駅周辺地区まちづくりへの提言 
 

 住民参加によるワークショップやアンケート及びまちづくり検討会で出されたまちづくりの課題を「緑・自然」「みち」「コミュニティ」「参加」の４つの切り口で整

理しました。 

緑・自然 
①子供が安心して遊べる公園がほしい 

□市内でも特に香川地区には公園が少ない。 
□人が行きたくなるような公園を。（香川をモデル地区と

して、他からも見学に来るように。） 
□小さな子供が安心して遊べるような公園を。 
□管理が大変だが、公園にトイレや水道の整備を。 

②災害に強いまちにしたい 
□公園などに防災倉庫を備える。 
□ブロック塀を極力なくし、生垣にする。 

①自治会館を整備改善してほしい 
□中高年を中心とした利用者増、施設の老朽化のため、拡張整備してほしい。 

②香川地区に中学校をつくってほしい 
□小学校区が２分されているのは良くない。 

□北陽中への通学路が、人通りの少ない場所を通る必要があり危険。 

□人口が増えているのに香川地区に中学校がないのはおかしい。 

③駅前に交番を設置してほしい 
□２０年前からの悲願である交番を整備し、安全に暮らせるまちに。 
□自治会が大きくなるにつれて治安が悪化している。 

コミュニティ 

３ 
参加 みち 

①安全に歩けるよう地区内道路を工夫しよう 
□車の行き違いがスムーズにできるところをつくる。（場合

によっては借地も必要） 
□歩車道の境目をはっきりさせる。 
□子どもたちが安全に通学できる道路を確保する。（勘十郎

堀の蓋かけ活用） 
□線路をまたぐ陸橋や地下道はできないか。 

②道路環境の改善に努めよう 
□変化に富んだ香川の道を生かしたい。 
□信号機、カーブミラー、街路灯の整備改善を。 
□生垣の刈り込み指導を。 

③放置自転車を何とかしたい 
□引き取りのない放置自転車は修理して売れないのか。 
□有料にし、利用者ラベルを貼って放置と区分する。 

④香川駅を改良してほしい 
□ホームの屋根を伸ばす。また出入口を西側にもほしい。 

①青少年広場等を残してほしい 
□青少年広場を狭めないでほしい。（できるだけ多くの公

園を残すためには所有者の協力が必要。） 
□青少年広場、畑、月極駐車場等のオープンスペースは相

続税の問題もるが、防災上でも必要。 
②道路や施設におけるバリアフリーに配慮したい 

□ほとんどの道路は狭く、車椅子で通るのは無理がある。
実際に車椅子体験を。 

□郵便局や銀行などのバリアフリーに配慮する。 

③駅周辺のあり方を検討しよう 
□相模線の複線化をにらんだ駅前開発を。（高架駅、立体

駐輪場、駅ビル化による行政窓口やサービス施設整備） 
□放置自転車等保管場所の活用を。 

④美しいまちづくりのためのルールを決めよう 
□夜道が暗いので各家庭の街灯を点灯したらどうか。 
□犬の散歩やゴミ出しルールの徹底を。 
□清掃活動を地域住民で。 
□畑などが変則的な形で売買できないような条例を。 
□環境、自然保護のため建物高さを条例で規制する。 

①歩道のある幹線道路を整備してほしい 
□駅北側道路を線路側に拡幅し、歩道を確保する。（ホームの際までは広げる余地あり） 
□具体路線を示し、宅地のセットバック等による拡幅を。できない場合は一方通行等の

通行規制を。（イサミ屋～自治会館～香川駅、大山街道） 
□大山街道と香川駅前の道路は大型ダンプが多く危険。 
□駅前道路の見通しが悪いところには、スピードを落とさせるような工夫を。 
□駅前広場を含む主要幹線の整備を。（大曲～聖天橋～香川駅～松風台、伊勢原藤沢線～

香川駅～北陵高） 
□駅前道路から直接、茅ヶ崎・寒川方向に出られるようにしたい。（Ｔ字路解消） 
□小出川にかかる聖天橋、寺尾橋の拡幅、架け替えを。 

②相模線の踏切改良を行ってほしい 
□駅南北の踏切改良を。（水たまり、拡幅、凹凸解消） 
□新湘南バイパスの側道に相模線の踏切を。 
□連続立体化により平面交差を解消する。 

①公共・公益サービス施設を充実させてほしい 
□駅前に通勤者も利用しやすいコミセンや行政窓口を。 

②駅周辺に商業施設を誘致しよう 
□医療施設、スーパー、コンビニの誘致を。 

③時代のニーズにあった施設をつくろう 
□公民館での催し物を充実する。（子供がのびのび遊べるスペース、小学生が学校

帰りに工作をする場所など） 
□老人と若者のコミュニケーションの場でもある老人福祉施設を。 

④情報提供のための掲示板を充実したい 
□風に強い掲示板の設置を。 

⑤香川の文化を子どもたちに伝えよう 
□香川は少なくとも４００年以上の歴史があり、新興住宅地ではない。身近な風

習などを発見し、子孫に引き継いでいく。 

□「まちをあげた」大がかりな祭りがほしい。 

□文化活動を充実させる。（グループへの助成、発表会、講習会など） 

□子どもたちが香川を「わが故郷」と胸を張って言えるまちにしたい。 

⑥子供会活動を充実させよう 
□まち中に子どもたちの姿があまり見られない。 

①相模線の運転時間を延長してほしい 
□本数を増やし、東海道線の終電に連絡を。 

②住居表示を見直そう 
□香川地区には住居表示板がないのでほしい。 
□入り込んでいるので大変だろうが、わかりやすい地番の整理を。 

③子どもたちの声をまちづくりに活かそう 
□香川小学校の児童に「香川の将来」についての作文を書いてもらう。 

④検討会の検討結果を実現させよう 
□この結果は必ず公表願いたい。 
□検討だけで終わらず、良いことはすぐに実施してほしい。 
 

①史跡をめぐる散策道をつくろう 
□町内に点在する史跡を残し、散策道をつくる。（人の動きがあるまち） 
□「ふれあい歴史のみち」の整備を。（香川駅～小出川～水道道～諏訪神社～玄珊寺～

青少年広場～浄心寺～香川駅、途中に休憩所、野菜産直販売所など） 
②小出川の堤防沿いに遊歩道をつくろう 

□足にやさしい土のままの道を。 
□小出川の湿地帯を公園に。（ビオトープ、親水公園、高齢者と子供のふれあいの場） 

③雑木林の散策コースをつくろう 
□特養ホーム、病院（いずれも地区外）に隣接した場所に、森林浴やリハビリができ

る雑木林の散策コースを。 
 

 

①駅前等の桜の木を残そう 
□香川駅前、小学校、市営住宅等の桜の木を香川のシンボルとして残したい。 

②社寺や個人宅など民地の緑を残してほしい 
□宅地の樹木や生垣などが年々減ってきている。 
□社寺林等を残し、緑にあふれたまちに。 
□古木などは、まちの歴史を探るきっかけにもなる。 
□空き地を借用して季節の花づくりを。 

③美しい眺望を守ろう 
□市の南側に海、北側に山を持つ茅ヶ崎特有の自然を大切にしたい。 
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≪地区全体に関わる課題≫ 
・道路の拡幅（歩道を確保し、歩車の分離） 
・袋小路の解消 
・道路の照明灯整備（防犯上） 
・子どもからお年寄りまで使える公園の整備 

 ワークショップ及び検討会では、まちづくりの課題を具体

的に図上におとしました。それらは、概ね左図のように整理

されます。 


